
　薬莱山は「加美富士」とも呼ばれ、町民に
親しまれています。スキー場まで足を運ん
でみると、青い空と緑色の草木が広がり、
初夏を感じさせてくれます。空気がとても
澄んでおり、散策にもオススメです。

薬莱山
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まちを変える。ひとをつなぐ。しごとを創る。
利府町まち・ひと・しごと創造ステーション tsumiki
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６
月
17
日
、
テ
レ
ビ
会
議
方
式
に
よ
る

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
財
政
委
員
会（
委

員
長
・
佐
藤
仁
宮
城
県
町
村
会
長
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

  

今
回
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
が
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
の
テ
レ
ビ
会
議
方

式
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
は
、
財
政
委

員
会
に
所
属
す
る
全
国
15
府
県
と
全
国
町

村
会
を
テ
レ
ビ
回
線
で
結
び
、
佐
藤
委
員

長
の
進
行
で
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

５
月

▼
26
日　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
市
町
村
長
会
議
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）
佐

藤
会
長
出
席

▼
27
日　

宮
城
県
市
町
村
非
常
勤
消
防
団
員
補

償
報
償
組
合
議
会
（
県
自
治
会
館
）

６
月

▼
17
日　

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
、理
事
会
、

都
道
府
県
町
村
会
長
会
（
テ
レ
ビ
会
議
）
佐

藤
会
長
出
席

▼
18
日　

監
事
会
（
県
自
治
会
館
）

▼
22
日
（
〜
23
日
）
北
海
道
東
北
六
県
町
村
会

会
長
会
議
（
北
海
道
）
佐
藤
会
長
出
席

▼
26
日　

正
副
会
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

▼
26
日　

町
村
長
会
議
（
県
自
治
会
館
）

令
和
３
年
度
政
府
予
算
等
へ
の
要
望
を
審
議

│
│ 
テ
レ
ビ
会
議
方
式
で
開
催 

│
│

　

５
月
27
日
、
県
自
治
会
館
に
お
い
て
宮

城
県
市
町
村
非
常
勤
消
防
団
員
補
償
報
償

組
合
（
組
合
長
・
佐
藤
仁
南
三
陸
町
長
）
令

和
２
年
度
第
１
回
組
合
議
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

去
る
４
月
１
日
に
あ
っ
た
議
員
改
選
か

ら
初
の
議
会
と
な
り
、
新
役
員
を
次
の
と

お
り
選
任
し
た
ほ
か
、
専
決
処
分
１
件
を

承
認
し
ま
し
た
。

《
役
員
》

　
議
長
　
　
　
山
田
司
郎 

名
取
市
長

　
副
議
長
　
　
齋
　
清
志 

大
河
原
町
長

　
監
査
委
員
　
千
葉
健
司 

栗
原
市
長
　

　
監
査
委
員
　
相
澤
清
一 

美
里
町
長
　

　

任
期
：
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
３
月
31
日
ま
で
（
２
カ
年
）

消
防
団
員
補
償
報
償
組
合

新
役
員
を
選
任

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
財
政
委
員
会

　

６
月
22
日
（
〜
23
日
）、
北
海
道
函
館
市

に
お
い
て
北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
の
会

長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
北
海
道
東
北
六
県

町
村
会
協
議
会
の
令
和
元
年
度
会
務
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
協
議
会
の
歳
入
歳
出

各
道
県
の
提
案
を
協
議
、
国
へ
の
要
望
に
つ
い
て
決
め
る

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
会
長
会
議

空
席
で
あ
っ
た
副
委
員
長
に
、
西
田
（
三
重

県
）
町
村
会
長
が
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
各

都
道
府
県
町
村
会
か
ら
事
前
に
提
案
さ
れ

た
令
和
３
年
度
政
府
予
算
編
成
並
び
に
施

策
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
協
議
し
、「
大

規
模
震
災
・
豪
雨
災
害
等
か
ら
の
復
旧
・

復
興
と
全
国
的
な
防
災
・
減
災
対
策
の
強

化
」ほ
か
９
項
目
を
決
定
し
ま
し
た
。後
日
、

全
国
町
村
会
理
事
会
を
経
て
関
係
方
面
に

要
請
さ
れ
ま
す
。

町
村
会
日
誌

決
算
を
審
議
、
承
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
含

む
令
和
３
年
度
政
府
予
算
編
成
並
び
に
施

策
に
関
す
る
要
請
、
東
日
本
大
震
災
に
関

す
る
特
別
要
請
に
つ
い
て
協
議
、
決
定
し

ま
し
た
。８
月
下
旬
に
国
会
、
政
府
関
係
省

庁
に
要
請
さ
れ
る
予
定
で
す
。

議事を進行する佐藤仁会長

県町村会会長室



◆
佐
藤
会
長
の
発
言
要
旨

　

知
事
か
ら
全
都
道
府
県
の
緊
急
事
態
宣

言
の
解
除
を
受
け
て
７
月
31
日
ま
で
の
対

応
方
針
が
示
さ
れ
た
。
町
村
会
と
し
て
も

感
染
が
再
発
し
な
い
よ
う
段
階
的
に
緩
和

し
て
い
く
と
い
う
県
の
方
針
に
協
力
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
上
で
医
療
の
現
場
と
水

道
事
業
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
。

　

現
在
、
医
療
機
関
は
大
き
な
減
収
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
不
要
不
急
の
受
診
抑
制
に
よ
り
、

収
入
も
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
疲
弊
し

て
い
る
医
療
現
場
へ
の
支
援
は
最
優
先
課

題
で
あ
る
。
い
ま
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

第
２
波
第
３
波
が
発
生
し
た
際
に
、
医
療

現
場
で
の
適
切
な
対
応
は
困
難
と
な
る
だ

ろ
う
。
病
院
の
減
収
補
填
に
つ
い
て
は
、
国

の
第
２
次
補
正
予
算
の
臨
時
交
付
金
２
兆

円
と
は
別
枠
で
対
応
さ
れ
る
よ
う
国
へ
の

働
き
か
け
を
知
事
に
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
と
い
う
観
点
で
は
水

道
事
業
に
お
い
て
も
休
業
、
時
短
営
業
な

ど
の
影
響
で
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
国
か
ら
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
強

力
に
要
請
し
て
ほ
し
い
。

　

６
月
26
日
、
県
自
治
会
館
に
お
い
て
令

和
２
年
度
第
１
回
町
村
長
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
令
和
元
年
度
の
県
町
村
会

会
務
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
事

に
入
り
①
令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
、②
令
和
元
年
度
公
有
物
件
共
済
事

業
特
別
会
計
収
支
決
算
、③
全
国
町
村
職
員

生
活
協
同
組
合
宮
城
県
支
部
会
計
歳
入
歳

出
決
算
を
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
政
府
予
算
編
成
並

び
に
施
策
に
関
す
る
要
望
（
案
）、
東
日
本

大
震
災
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
お
よ
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
特

別
要
望
（
案
）

を
協
議
、
決
定

し
ま
し
た
。
要

請
活
動
は
、
８

月
上
旬
に
町
村

長
が
参
加
し
て

国
会
議
員
、
政

府
関
係
省
庁
に

行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

県
主
催 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
市
町
村
長
会
議

町
村
の
協
力
体
制
、
医
療
現
場
へ
の
支
援
強
化
な
ど
佐
藤
仁
会
長
が
発
言

町
村
長
会
議

令
和
元
年
度
の

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

　

５
月
26
日
、
県
主
催
の
第
３
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

市
町
村
長
会
議
が
、
県
内
８
会
場
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
結
び
開
か
れ
ま
し
た
。
会
議
は
、

前
回
（
４
月
22
日
）
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
県

と
市
町
村
と
の
情
報
共
有
を
目
的
に
し
た
も
の
で
、
本
会
を
代
表
し
て
佐
藤
仁

会
長
（
南
三
陸
町
長
）
が
発
言
し
た
後
、
各
町
村
長
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

宮城県町村会のうごき

気仙沼会場から発言する佐藤仁会長（前列左）菅原茂気仙沼市長（同右）

県庁特別応接室において村井県知事（前列右）、郡仙台市長（同左）
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町村会の予定

７月12日 市町村職員採用統一試験

８月５日 宮城県関係国会議員への
 要望事項説明会

８月６日 政府要請活動

８月20日 政務委員会幹事会

共 済 事 業 ア レ コ レ

　

仙
台
都
市
圏
に
あ
り
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
の
発
展
を
続
け
て
き
た
利
府
町
の
拠
点
施

設
「
ｔ
ｓ
ｕ
ｍ
ｉ
ｋ
ｉ
」
が
独
自
の
手
法
で

賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

積
み
木
で
遊
ぶ
よ
う
に
使
い
方
は
自
由
。

み
ん
な
で
積
み
上
げ
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た

り
す
る
う
ち
に
、
新
し
い
仕
事
や
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
。
そ
ん
な
コ
ン

セ
プ
ト
で
誕
生
し
た
ｔ
ｓ
ｕ
ｍ
ｉ
ｋ
ｉ
は
、

①
人
づ
く
り
（
市
民
活
動
）、②
仕
事
づ
く
り

（
起
業
・
創
業
）、③
駅
前
の
賑
わ
い
づ
く
り
、

④
町
へ
の
愛
着
づ
く
り
な
ど
複
合
的
な
目
的

を
持
っ
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
、
３

時
間
２
５
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）
で

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
平
成
28
年
11
月
の

開
館
以
降
、
子
育
て
世
代
の
女
性
の
利
用
が

多
い
特
性
を
踏
ま
え
、
や
り
た
い
こ
と
を
小

さ
な
リ
ス
ク
で
始
め
ら
れ
る
「
小
商
い
」
に

着
目
し
、起
業
セ
ミ
ナ
ー「
こ
・
あ
き
な
い
塾
」

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
こ
・
あ
き
な

い
市
」
を
行
い
、
小
商
い
実
践
者
の
創
出
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ゆ
る
い
交
流
・
マ
ッ
チ
ン
グ
の

場
と
な
る 「
し
ゃ
べ
り
Ｂ
Ａ
Ｒ
」や
、フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
「
つ
み
き
の
キ
モ
チ
」
の
取
材
・

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
担
う
人
材
を
育
て
る
「
町

民
ラ
イ
タ
ー
塾
」
な
ど
多
様
な
企
画
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
を
と
り
ま
と
め
た
「
ｔｓｕｍ
ｉ
ｋ
ｉ  

ｂｏｏ
ｋ
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
町
民
が
集
い
、
新

た
な
価
値
が
創
出
さ
れ
る
よ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

利
府
町

ま
ち
を
変
え
る
。ひ
と
を
つ
な
ぐ
。し
ご
と
を
創
る
。

利
府
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
造
ス
テ
ー
シ
ョ
ンtsumiki

　公用車も自家用車も、いつ事故に遭うかわかりません。事故が発生
したら以下のような点に注意して焦らずに対処しましょう。

●けが人や損害の確認
　けが人がいる場合、速やかに救護をおこない、必要なら救急車
を手配します。また、損害状況を確認し警察に通報してください。
通報しなかった場合、事故証明書が取得できず対応できない場合
もあります。

●口頭で賠償の約束をしない
　事故の過失割合は過去の判例などを参考に交渉しますが、動い
ている車同士の事故であればほとんどの場合お互いに過失が発生
します。事故現場で相手への賠償を約束してしまうと、後々の交渉
に差し支える可能性がありますので、ご注意ください。
●事故処理が終わったら
　現場での事故処理が終了したら、休日夜間でも対応可能な事故
受付フリーダイヤルまでご連絡ください。また平日日中は宮城県町
村会事業推進課でも受付させていただきます。

事故受付フリーダイヤル　 TEL 0120-258-459
宮城県町村会事業推進課  TEL 022-221-9203

　受付後は交渉担当者がお相手との示談交渉にあたらせていただき
ます。円満な事故解決のため、ご契約者様の適切な初動対応と迅速
な連絡をお願いします。

自動車事故にあったときには7 月

8 月

町村通信

もくようマルシェ

起業相談

tsumiki 外観




